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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

合計 7.30 14,872 19,378 22,509

生物多様性保全事業 22,509
生物多様性の保全、希少野生動植物保護対策・外来生物対策の
推進

7.30 14,872 19,378

２年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No ２年度　実施内容（予定）

職員数 元年度
細事業名

予算要求からの主な変更点 事業の優先度を考慮し、希少野生動植物保護対策の経費を増額

81,654

成果指標
設定理由

希少野生動植物保護条例に基づく保護対策の実施状況として保護回復事業計画の策定及び評価検証数を成果指標に設定

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 ・ 意 見 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 59,145 59,145 59,145 59,145

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 30年度 元年度 ２要求 ２予算案 指標及びその達成状況

19,378 22,509

 決　　算　　額（B） 10,078

概　算
人　件

費

 職員数（人） 7.30 7.30

 概算事業費（B（A）+C） 69,223 74,017 78,523

7.30 7.30

　その他 5,826 8,945 8,673 11,332

　県　債

①
保護回復事業計画の策定及
び評価検証数

23種 24種 26種

Aの
財源

　一般財源 7,285 5,927 10,705 11,177

　国庫支出金

予
算
額 補正予算 0 0

合計（A) 13,111 14,872

当初予算 13,111 14,872 19,378 22,509 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 30年度末

元年度末
（見込）

２年度前年度繰越 0 0

E-mail

目指す姿

多様な主体との協働による具体的な保全活動の展開に合わせて、信州の豊かな自然環境や生物多様性を社会全体で守る取組を推進し、県
民の生活基盤である自然環境の維持・改善を図る。
「生物多様性ながの県戦略」の中期目標、「人と自然が共生する信州の実現」の達成

（主な実施内容：保全活動支援者の掘り起し、ライチョウなどの保護対策、外来生物対策など）

4-5 地球環境への貢献

８つの重点目標

事業番号 06 05 01 事業改善シート （２年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

長野県として守るべき動植物（長野県希少野生動植物保護条例の指定種）を80種指定し、そのうち14種
（H31末）について保護活動の指標となる保護回復事業計画を策定したが、依然として里山の荒廃、外来
生物の拡大、温暖化などの影響により、希少種を始めとする長野県の豊かな生物多様性が脅かされてい
る。

２年度
予算額

22,509 千円

職員数 7.30 人

shizenhogo@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 生物多様性保全事業
部局 環境部 課・室 自然保護課

実施期間 S46

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善


